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○成績評価の指標 〇成績評価基準（合計100点）○基本情報

科目名 建築計画１ （Architectural Planning 1） 到達目標の観点 到達目標

2021年度 授業シラバスの詳細内容

単位数 2 　配当学年 / 開講期 1 年 / 後期

ナンバリングコード L10401
　大分類 / 難易度
　科目分野

建築学科 専門科目 / 基礎レベル
建築計画

【関心・意欲・態度】

テスト
（期末試

験・中間確

提出物
（レポート・
作品等）

必修･選択区分
【知識・理解】

①建築計画の基礎知識を学び教養として身につける。
②建築計画に関わる基礎的な数値を記憶し操作することが
できる。

51点必修

※入学年度及び所属学科コースで異なる場合がありますので、学生便覧で必ず確認してください。
【技能・表現・
　コミュニケーション】

③建築計画を図面に表現するための基礎知識を身につけ
る。 5点

基礎製図、ＣＡＤ製図、設計製図１、建築計画２　など

授業コード L040151 　クラス名 -

担当教員名 近藤　正一

（３）アクティブ・ラーニング 「実習、フィールドワーク」

履修上の注意、
履修条件

建築学の基礎を成す科目のうちのひとつです。この講義で学んだ知識を、今後学んでいく専門科目
につなげていけるよう、しっかりと勉強してください。また、レポート提出に電子メールを活用すること
があるので、大学の施設や携帯電話等で使用できるようにしておくことが望ましいです。建築計画
は、知識を学び教養とする分野、概念を理解し応用する分野、数値を記憶し操作する分野に分ける
ことができます。それぞれの勉強の仕方を講義の中で修得していってください。

○成績評価の補足（具体的な評価方法および期末試験・レポート等の学習成果・課題のフィードバック方法）
原則として毎回、講義の最後に授業内容について課題を出します。
提出をもって出席に代えますので、課題が課されたら、かならず提出してください。達成水準の目安は以下の通りです。
［Ｓレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を満たしている。
［Ａレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をほぼ満たしている。
［Ｂレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をかなり満たしている。
［Ｃレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を一部分満たしている。
課題のフィードバック方法については、次回以降の授業中に講評・解説を行います。

教科書

【思考・判断・創造】
④建築計画の基礎的な諸概念を理解し応用することができ
る。
⑤建築計画を実践的に活用するための素養を身につける。

44点

コンパクト建築設計資料集成（丸善）　日本建築学会編

参考文献及び指定図書 随時紹介します。

関連科目

地域志向科目 該当しない

実務経験のある教員に
よる授業科目

該当しない

○その他

授業の目的

建築を設計するための理論と手法を体系化した学問が建築計画学です。建築計画を学ぶことによ
り、ある程度の造形力や空間創造力を身につけることができます。

授業の概要

この講義では、建築計画の基礎を学びます。建築の成立構造をとくに構法・機能・造形に着眼して
説明します。講義は多数の建築写真、建築図面を用いて、建築の基本計画の概要をビジュアルに
明らかにします。各自の設計手法確立の一助となることを期待します。

授業の運営方法

（１）授業の形式 「講義形式」

（２）複数担当の場合の方式

○基本情報

「該当しない」



科 目 名 授業コード L040151 科 目 名 授業コード L040151
担当教員 担当教員

１. 9.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

２. 10.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

3. 11.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

4. 12.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

5. 13.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

6. 14.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

7. 15.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

８. 16.

約2時間
約2時間

2021年度 授業シラバスの詳細内容

学修内容 学修内容

建築計画の内容と建築の成り立ち 建築図面の読み方

○授業計画
建築計画１ （Architectural Planning 1）

○授業計画
建築計画１ （Architectural Planning 1）

近藤　正一 近藤　正一

復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。 復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。

世界の建築と近代建築の五原則 第２回中間試験

　建築計画で何を学ぶのかを説明し、建築に関する職種とその概要、大学で行われる建築設計教育のプロセスについて説
明します。また、鉄筋コンクリート、鉄、木など、建築の材料と構法との関係について学びます。授業内容について課題を出し
ます。

　建築の設計過程を通して見ることによって、建築計画におけるコンセプトと造形の関係を解明します。さらに図面と写真を
見ながら、平面図と立面図、断面図の相互関係と建築の空間構築の関わり方を説明します。授業内容について課題を出し
ます。

予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。 予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。

復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。 復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。

モデュールとモデュロール エスキスのしかた

　世界の様々な建築を紹介します。空間の形は何によって決まるのか、歴史的あるいは風土的建築について説明します。ま
た、世界の様々な建築を通して、建築の造形と空間との関係について説明します。授業内容について課題を出します。

　第６回〜第９回の授業内容についてテストを行います。またテストの模範解答を行い、解説します。

予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。 予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。

復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。 復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。

バリアフリーデザインとユニバーサルデザイン 外部空間の構成と配置計画

「モデュール」と「モデュロール」の説明を行います。おもに近現代建築の事例を具体的に分析することによって、建築設計の
着眼点について解説します。授業内容について課題を出します。

　さまざまな要素をどのようにしてデザインにまとめ上げていくのか、空間の形成要素をどのように設計することによりどのよ
うな効果があるのか、性能評価を交えて講義し、建築を計画する時の着眼点について解説します。授業内容について課題を
出します。

予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。 予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。

復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。 復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。

第１回中間試験 建築計画の実践

　バリアフリーデザインとユニバーサルデザインについて、それぞれの歴史、概念、具体的な事例を紹介しながら理解を深め
ます。授業内容について課題を出します。

　外部空間とのつながりを持たない建築空間はあり得ません。外部空間を建築空間の延長線上にとらえ、空間をどのように
構成していくのかについて、具体的に説明します。授業内容について課題を出します。

予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。 予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。

復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。 復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。

建築の単位 第３回中間試験

　第１回〜第４回の授業内容についてテストを行います。またテストの模範解答を行い、解説します。 　建築作品のエスキースを介して、建築計画のあり方を説明します。建築計画とコンセプト、建築空間、建築内で展開する生
活像の関係を総合的に把握するための演習をします。授業内容について課題を出します。

予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。 予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。

復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。 復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。

寸法計画の基礎 自己点検授業

　建築で用いられる寸法体系を理解し、身体空間と寸法体系との密接な関わりについて学びます。また、寸法感覚を身につ
ける練習をします。授業内容について課題を出します。

　第１１回〜第１３回の授業内容についてテストを行います。またテストの模範解答を行い、解説します。

予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。 予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。

復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。 復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。

建築図面の描き方

　建築設計資料集成を活用し、さまざまな寸法計画の具体的な事例について実践的に学びます。授業内容について課題を
出します。

　授業で学習した内容の総括を行い、学生自身に学習達成の程度を自己点検させます。学習目標が達成されているかを、
個々の学生の成績評価を示して説明します。

予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。 予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。

復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。 復習

　平面図、立面図、断面図など、図面の表記法について言及します。授業内容について課題を出します。

予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。 予習


